
          11 月 4 日（火）12:00 開会 

           高島会員 

会長の時間  川崎健輔 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間をいただきます。 

まずはビジターの皆様、ようこそおいで下さいました。 

本日は作山ロータリー財団奨学金チーフにお越しい

ただき卓話をお願いしています。どうぞよろしくお願い

致します。 

昨日、池上彰のテレビを観ておりましたら、独裁国家

の話をしておりました。解説の中では、独裁国家は悪い

というイメージしかなかったのですが、サウジアラビア

の悪口は言いませんでした。利害関係があるからでしょ

うか。 

話は変わりますが、公式訪問の際、藤居ガバナーがお

っしゃっていました。 

ロータリー財団で救急車、消防車を贈っていますが、

将来どのように使われているのか、寄附をした人たちが

よく見ていかなければならないと。 

独裁国家では寄附が個人のところにいってしまった

り、こちらの思うような使い方をされなくなってしまう

のだと思います。 

このようなことを考えながら、今日の卓話を聞いてい

ただければと思います。 

以上、会長の時間とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

 

幹事報告       千葉幹事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日、第 5 回の理事会を行います。宜しくお願い致

します。千葉隆一会員にも出席していただきたいと

思います。 

 

 

出席報告      須田委員長 
 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

31名 21名 10名 67.74％ 4名 100％ 6名 

 

ニコニコ BOX       小倉委員長 

 

 作山財団チーフ卓話よろしくお願いします。 

川崎会長・千葉幹事・小山高一 

 
第 2820地区 
 
 
【例 会 場】 要害クラブ TEL(0294)36-2020 
【例 会 日】 毎週火曜日 12:00～13:00 
【事 務 所】 日立市桜川町 2-25-3 桜川第 2ビル 201号室 

  TEL(0294)36-5074 FAX(0294)37-2176 
  Mail:info@hitachi-south-rc.org 

本日の例会：平成 26年 11月 11日（火） 【プログラム】卓話（IFF報告） / 国際奉仕委員会 

次 回 例 会：平成 26年 11月 18日（火） 【プログラム】職場訪問 / 職業奉仕委員会 

 

 

 

 

■会 長  川 崎 健 輔 ■副 会 長  石 川  悟 
■幹 事  千 葉 省 三  ■会報委員  高 島 章 行 
 

例 会 報 告 

■ 11 月の例会予定  

4 日 卓話 / ロータリー財団委員会  11日 卓話（IFF報告）/ 職業奉仕委員会 

18日 職場訪問 / 職業奉仕委員会 25日 卓話 / プログラム委員会 



 作山様、本日は財団出前卓話よろしくお願いします。

石川國博・高島章行・木本貴一・山本忠安・ 

星 勝治・宮本尚彦・信太克己・千葉隆一・ 

弓野博司・池澤 健・朝日正道・小澤 興・ 

川村昌弘・荒川浩信 

 石川國博会員に駐車場の表示板を作ってもらいま

した。好評です。 

石川 悟 

 大学のサークルの OB会に行ってきました。40年前

の女の子に会ってきました。 

鹿志村高道 

 先日、子供達に 80 才のお祝をしてもらいました。 

須田 晃 

 先週末、日銀のサプライズで株高が続いているよう

です。世界からは「サンキュージャパン」と拍手喝

采ですが、さあ皆さん売る時期を間違わない様にお

祈り申し上げます。 

小倉正美 

 

本日も多くの方からニコニコ BOXへの 
ご協力 誠にありがとうございました 

 

本日計 29,000 円 累計額 551,000円 

 
 
プログラム 
 

マック君へ奨学金の授与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日、プロジェクターを使って卓話をさせていただ

きたいと思います。 

－自己紹介 

－私の母国ベトナムについて 

－私の家族について 

－日本に留学する理由 

－就職活動の時の悩みと今の悩み 

－ロータリー米山奨学生になってから感じた事 

 

 

 

卓話 

ロータリー財団委員会     石川委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月はロータリー財団月間ということで、地区の財

団補助金チーフの作山様に卓話をお願いしました。

財団の神様のような方です。宜しくお願い致します。 

 

 

地区ロータリー財団奨学金チーフ   作山 吉永様 

 

 こんにちは。プロジェクターを使った資料を用意し

てきましたが、限られた時間ですので、手元にお配

りしました資料にもとづいてお話したいと思いま

す。 

 財団の新しいプログラムというものに去年から切

り替わりました。その内容についてのお話をさせて

いただきます。 

 米サンフランシスコにコミュニティカレッジとい

う、地域の人に無料で英語を教える学校がありまし

た。そこで英語を学ぼうと、受付の人に粘ってお願

いし入れてもらいました。その受付の人が理事でし

た。前面に偉い人がいることの大切さを学びました。 

 友達がいる、友達が出来る、友と共に一緒の行動を

する。ここに人生の喜びがある。だから私自身はロ

ータリー活動をやるのだなと思います。 

 人の中で自分は生きています。それが奉仕の原点に

なると思います。 

 誰かのために何かをすることが、やがては自分のと

ころに返って来ます。 

 相手のためにすれば自分は平和でいられるはず。こ

れが財団月間において寄付をする理由だと思いま

す。 

 どうぞ、ロータリーの奉仕という考え方にもとづい

て、財団の月間に取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 人と共に生きていくというロータリーの基本的な

考え方を理解された上で、ぜひご活動していただき

たいと思います。どうもありがとうございました。 

 

 

会長の点鐘をもって閉会。 


